
    ◎ 心を豊かにし、思いやりの気持ちをもとう。 

   ○ 自ら学び、深く考えよう。 

   ○ 強い意志と、健康な身体をもとう。 

○ 協力して集団の質を高める努力をしよう。 

  【 教育目標 】 

しています。 
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「 ３年目を終えて 」  校長 永野 祥夫 
 

 尾山台中学校の３年目が終わろうとしています。私が本校に着任してから、これまで毎月の

「学校だより」を計３３号発行してきました。 

本校の「楽校だより」コンセプトは、なるべく

文字を少なくし、写真や図を掲載するなどして、

目に入ってくる情報量から「読みたい・知りた

い」の気持ちを高めるよう努力しています。 

この学校だよりを読んでいる方は、よくわかる

と思いますが、写真が多くカラフルな体裁になっ

ており、小学生にもわかりやすくしています。 

この「楽校だより」は、毎回「約 １０００枚

フルカラーにて印刷」し、本校の学び舎である

「尾山台小学校」と「玉堤小学校」の５・６年生全員に紙面にて配布させていただいておりま

す。両小学校からは、「本校の学校生活が分かりやすい」とか、「お兄さんやお姉さんの活躍し

ている様子がとてもよくわかる」など、高評価をいただいています。 

地域の方々からも「日頃の尾山台中の活動状況がリアルタ

イムで知ることができる」とか、「学校が力を入れて取り組ん

でいることがよくわかる」などの意見や感想をたくさんいた

だいております。 

今後も、この尾山台中学校に関係する皆様方に、本校の様

子を配信することで、大きな推進力となって帰ってくること

願いながら、製作してまいります。 

お時間があるときには、ぜひとも学校だよりバックナンバ

ー（本校ＨＰ）をご覧になり、引き続き本校へのエールを送ってくだされば幸いです。 

先日の土曜授業日＜学習作品展示会＞にて、「新入生保護者

説明会」を開催しました。当日の保護者の方には、９８名（Ｋ

組４名を含む）の出席をいただきました。 

現在の新入生の状況は、まだ正式に決まってはいませんが、

１０９名、Ｋ組４名となっており、４クラスとＫ組１クラスの

設定となっています。参加された保護者の皆様には、ぜひとも

「本校のよき宣伝部長」になってほしいとお伝いさせていただ

きました。 

今後も、若干の増減が見込まれますが、少しでも、本校の「仲間」が増えることを楽しみに 

令和８年度＜次年度＞新入生情報 令和８年３月６日現在 新１年生：４クラスに！ 

玉川消防署 救急救命講習会継続表彰 

第３学年学級委員が受け取りました。 

尾山台商店街 新年イベント 

学芸発表会パネル完成 

実行委員長 鈴木雅弓美さん 

応援：女子バレー部の皆さん 



３年：知育絵本（家庭科） 

今回、副校長として初めて鎌倉校外学習に参加しました。 
現地に着いたばかりのときは少し緊張している様子も見られましたが、

途中から学校とはまた違う表情で、生き生きと活動している生徒の皆さん

の姿がとても印象的でした。 
歴史ある建物や町並みに触れながら、仲間と声を掛け合い、協力して行

動する姿からは、大きな成長を感じました。 
今回の経験は、きっとこれからの学校生活や

修学旅行にもつながっていきま

す。うまくいったことは自信に、う

まくいかなかったことは次への課

題として、さらに成長してほしい

と思います。 
鎌倉校外学習での学びを、ぜひ

これからの学校生活や大きな行事

にも生かしていきましょう。 

先日の作品展では、二日間のみの展示にもかかわらず、とてもわかりやすくい展示の仕方

で、見に来た方々から、次のような感想をいただきました。 
◆ 各行事の事前・事後学習の成果物など、見る人に対してわかりやすく展示されていた。 

◆ 特にＣＭ作りからは、生徒の皆さんが伝えたい情報がよく伝わってきた。 

◆ 美術の作品では、世界に一つしかない作品として、どれも立派な作品ばかりだった。 

など、多くのお褒めのお言葉をいただきました。 
 来校された保護者・地域の皆さまの参観者数は、１・２年生の保護者はほぼ全員、３年生の保

護者の方も大変多くの方に駆けつけていただきました。 
生徒は、自分たちが作った作品や過去に作った作品を思い出しながら、見学している様子が見

られました。 
先輩の作品を見て、来年度以降の作品イメージができた生徒もいるかと思います。 

 今回の文化的行事も準備・片付けを快く協力してくれた生徒が多数います。準備は、出品作品

が良く見える工夫や掲示など細部にも配慮していた姿が見られました。 
片付けでも作品を落とさないよう注意している生徒がいました。 
来年度も充実させた「学習作品展示会」が開催されるよう努力してまいります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

「学習作品展示会」の開催報告について 文化行事委員長 第２学年：大内 斉憲 

第二学年 鎌倉校外学習を終えて 校外学習引率責任者 副校長 榎本 直輝 

３年：修学旅行絵付け体験 １年：モザイク箱（美術） 

鎌倉 銭洗弁財天 

上之水神宮 

そば処 峰本 



 先日の３月７日（土）午後に、おやじ＜親児＞の会プロデュース「感謝ＭＡＸフェス」を行い

ました。 
 ここで、主催者である本校「おやじ＜親児＞の会」会長の 窪田 有海 様 に、おやじの会の活

動内容や今後の活動方針なども含めながら、今回の「感謝ＭＡＸフェス」を開催した経緯をお聞

きしましたので、ご紹介いたします。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

おやじ＜親児＞の会主催「感謝ＭＡＸフェス」開催報告 おやじの会会長 窪田 有海 様 

３月７日（土）、おやじの会主催の「感謝ＭＡＸフェス」を開催しました。日頃お世話に

なっている生徒・学校・地域の皆様への感謝を込めた、初めての試みです。 

学校からのお楽しみ会への協力依頼を受け、皆さんとの距離をさらに縮めて楽しんでいた

だきたいと準備を進めてきました。私たちも、当日までどうなるかドキドキでした。 

イベントは、桂 笹丸さんの落語からスタート。最初は静かでしたが、噺家さんの巧みな

話術で笑いが広がり、代表生徒による小話への挑戦は見事でした！会場は大いに盛り上がり

笑顔にあふれました。 

続く大道芸では、風船、ヨーヨー、ジャグリング、マジック 

など失敗＜わざと？＞したり成功したり見どころ満載で拍手喝采 

の連続。生徒４名による「人間椅子」も大成功で、会場全体が 

一体感に包まれました。 

夕方には、いつも人気、あつあつしみしみのグルメ全国区の 

「玉こんにゃく」を特別に食べ放題で提供。冷えた体にしみわたりほっこり。 

日が暮れた校庭で「卒業記念花火大会」。卒業ソングにのせて、打ち上げ、連発、ナイア

ガラと盛りだくさんの花火が夜空を彩り、期待以上の迫力と期待通りの手作り感に声援、拍

手が沸き起こり会場のテンションはＭＡＸに！ 

初めての「感謝ＭＡＸフェス」を、皆様のご協力と温かい応援のおかげで大成功に終える

ことができ、おやじの会一同、大変嬉しく思います。有難うございました！ 

これからも「おやじ＜親児＞の会」は、生徒の笑顔のために活動を続けてまいります。 

落語：桂 笹丸 さんと 代表生徒：菊池 大雅 君 

全国から購入をいただく「玉こんにゃく」調理 

大道芸：川原 彰 さん 

当日の企画・運営：おやじの会の皆様 

生徒４人の人間椅子 



 


